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1. はじめに

皆様は小学校や中学校はどのように登校しました

でしょうか。よほどのことがない限り徒歩で登下校

した方々がほとんどだと思います。近年、輸送機械

の著しい技術発展とそれに伴う運動不足による健康

被害が問題になっています。一度初心に帰ってみる

のもいいかもしれません。場所を取らず、体力が無

制限にある子供のように山を走り回ることができる。

それを実現できるのがこの企画です。 

 また、タイトルよりテレビドラマ「ウォーキング・

デット」を連想するかもしれませんが、それは単に

語呂がよかっただけで一切関係はございません。 

2. システム構成

2-1,システム概要

ウォーキングデッ登山は体験者が遭難した山から歩

いて脱出することを目的としている。移動方法は完

成予想図にあるペダル君とヘッドマウントディスプ

レイ（以下 HMDと表記）によって歩行する。

システムは HMD、ペダル君（図２）、自沈君（図

３）、PC、デバイス制御からなっています。 

図１ 完成予想図 

図２ ペダル君 

図３ 自沈君 図４ 全体像 

2-2,システム内容

① ペダル君（図２）

ペダル君は本企画の最大の特徴点である。二つのペ

ダル君に足を掛けて左右交互に前後運動すること

によって、座ったまま歩く感覚を提示できるデバイ

スに挑戦します。

② 自沈君（図３）

振動モーターやシリンダを用いて、山の傾斜や歩行

時の振動を再現し、バーチャル空間への没入感を引

き出します。

③ HMD

世間一般では VR ゴーグルと呼ばれているものです。 
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人間が外界から得る情報の８０％は視覚情報とい

われています。その視覚情報をリアルに映し出すこ

とができるものが HMD です。視点操作や視覚情報の

提示を行います。 

④ PC 

ペダル君の動作情報を用いて、自沈君や HMD などの

デバイスを制御します。 

 

⑤ VRコントローラー及びトラッカー 

この企画のマップ上には道具や情報が落ちていま

す。その道具や情報は VR コントローラーを向けて

トリガーを引くことによって拾うことができます。 

 

3. 動作原理 

ペダル君は、二つで一つのデバイスです。一つの

ペダル君の前後運動を傾斜センサー又はトラッカー

で捉え、アルディーノを利用して PC にリアルタイ

ムに通信をし、自沈君や HMD などに情報を反映さ

せます。 

PC では、ペダル君の角度情報の変化の量で、バー

チャル空間内での移動速度や移動距離を処理し、

HMD や送風機にデータを送信します。また、バーチ

ャル空間の状態で、自沈君に傾斜量を送信します。 

4. アプリケーション概要 

このウォーキングデッ登山では、遭難モードと体験モー

ドの２つあり、遭難モードでは１５分以内に落ちている道

具や情報を用いて街へ出ることが目標となっています。体

験モードでは制限時間なしにマップ内を自由自在に動き

回ることができます。 

5. おわりに 

いままで、立っていないとできなかった歩くときの足の

感覚や動作を椅子に座ったまま行うことに注目したデバ

イスを製作することがこの企画の最大の特徴です。 

 

 

Ⓒ 2021 日本バーチャルリアリティ学会 -IVRC-25-

IVRC-25 




